
移住定住の促進
3,805万円

地域への愛着や誇りを醸成し、この地域で産み、育て、学び、働くサイクルをつく
るとともに、本市の魅力を広く発信することで、舞鶴を訪れる人（交流人口）、舞鶴
に移り住む人（移住人口）、舞鶴に住んでいなくても、この地域を想い、行動する人

（関係人口）の増加を目指します。

救急医療体制の確保に
向けた取組　　　　　
8,513万円
救急医療の充実に向けたさ
まざまな取組
❖休日救急輪番制事業
❖公的病院救急医療体制確

保事業費補助
❖舞鶴市休日急病診療所管

理運営経費

国道・府道の整備促進への連携
強化　　　　　　 3,466万円
❖西舞鶴道路整備等促進事業
❖府道小倉西舞鶴線等改良促進事業
❖京都舞鶴港整備事業費負担金　など

舞鶴版Society5.0
for SDGｓ推進事業

6,217万円

豊かな自然や歴史、文化に触れ、人と人とのつながりを生かし、教育機関や企
業などとの多様な連携のもと、新たな技術を積極的に導入し、便利で快適に
暮らせるまちの実現を目指します。
❖「テレワーク in MAIZURU」関係人口創出・拡大事業
❖共助による移動手段（meemo）導入に係る実証実験事業
❖リカレント教育トライアル事業
❖赤れんがコワーケーション推進事業
❖産官学連携によるICTを活用した防災・減災システム導入事業
❖AI・ロボティクス業務効率化推進事業

地方創生拠点整備事業の推進
4億6,944万円
赤れんがパークを中心としたエリアを、
日本海側を代表する一大交流拠点とす
るための整備を推進

（防衛省の「まちづくり支援事業（補助
率7.5/10）」を活用）

主要幹線等市道整備の推進
6億8,650万円
引土境谷線、和泉通線等主要幹線
の整備を推進するとともに、周辺
地域と市街地等を結ぶ道路の整備
を推進

浸水・治水対策の推進
7億4,354万円
府高野川整備事業と連携した内
水排除ポンプの整備（下水道会
計）、河川・水路等にある排水口
への逆流防止施設設置、道路冠水
解消のための排水施設等整備、浸
水被害を引き起こしている箇所
の河川整備（一般会計）など、総合
的な浸水被害対策を実施

地域密着型サービス拠点
施設整備費補助　
1億8,291万円
新たに地域密着型サービス拠点
施設の整備を行う法人に対して
支援

❖わくわく地方生活実現政策パッケージ移住支援事業費補助
❖子育て応援住宅総合支援事業　❖まちなか暮らし推進事業
❖新たな交流創造事業
❖農村移住・交流促進事業、漁村移住者受入促進事業費補助
❖まちなかエリア定住促進事業補助

「心が通う便利で豊かな田舎暮らし」の実現に向
け「心豊かに暮らせるまちづくり」「安心のまち
づくり」「活力あるまちづくり」の３つのまちづ
くり重点事項を推進します。

主な事業
令和２年度重点事業

医療的ケア児（者）支援事業
2,243万円
日常的に人工呼吸器を必要とする
医療的ケア児（者）の生活を安定さ
せるサービスの利用における支援
及び看護に携わる家族の負担の軽減

ユネスコ世界記憶遺産登録５周年・
海外引揚75年事業
1,000万円
ユネスコ世界記憶遺産登録資料を活用し
て、国内外の博物館と連携した特別展など
の開催や次世代への継承を進めながら国
内外に平和への願いを発信

安定したごみ処理のための施設整備
9億2,964万円
令和3年度中の供用開始を目指し現処分場
の南側市有地において次期最終処分場の建
設工事を実施するとともに、安定したごみ
処理のため清掃事務所第一工場の長寿命化
工事を実施

質の高い乳幼児教育の推進
2,748万円

「乳幼児教育ビジョン」に基づき、”乳幼児
期の豊かな成長への支援”を強化するとと
もに、質の高い保育を実践されている保育
士の処遇改善を市独自に実施
❖乳幼児教育充実・強化推進事業
❖保育人材の確保に向けた処遇改善の拡充

1 心豊かに暮らせるまちづくり 2 安心のまちづくり 3 活力あるまちづくり

付加価値の高い農業の振興
1,625万円

『万願寺甘とう』の安定供給と消費拡
大の支援、舞鶴産のお茶のPR・ブラ
ンド力の向上などの取組
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